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隊
内
生
活
体
験

桜
と
迷
彩
の
コ
ラ
ボ―

レ
ー
シ
ョ
ン

駐
屯
地
一
般
開
放

ス ポ トッ

ライ

巻
頭
の
辞

九
州
補
給
処
長
兼
ね
て
目
達
原
駐
屯
地
司
令

陸
将
補

竹
内

綱
太
郎

め
た
ば
る

３
月
26
日
、
駐
屯
地
は
観
桜
の
た
め
一
日
限
定
の
「
駐
屯
地
一
般

開
放
」
を
行
い
ま
し
た
。
前
日
か
ら
降
り
続
い
た
雨
も
、
昼
に
は
晴

れ
は
じ
め
、
た
く
さ
ん
の
方
々
が
訪
れ
、
桜
や
戦
車
な
ど
の
前
で
写

真
を
撮
る
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

ホームページ

目
達
原
駐
屯
地
隊
員
の
訓
練

行
事
・災
害
派
遣
情
報
な
ど
、

満
載
！

是
非
ご
覧
下
さ
い
。

「フォロー」
「いいね」
お願いします。

＠JGSDF＿METABARU
♯目達原駐屯地

5月現在
約8,500
フォロー中！

「駐
屯
地
ツ
イ
ッ
タ
ー
発
信
中
」

社
会
人
一
年
生
達
が
自
衛
隊
式
生
活
を
体
験

柔
ら
か
な
初
夏
の
日
差
し
を
感
じ
つ
つ
も
、

梅
雨
入
り
目
前
に
な
り
、
職
業
柄
予
想
さ
れ
る

降
水
量
が
気
に
な
る
季
節
を
迎
え
て
い
ま
す
。

さ
て
、
駐
屯
地
は
、
春
の
定
期
異
動
に
よ
り
、

隊
員
の
入
れ
替
わ
り
が
あ
り
新
年
度
を
迎
え
早

約
２
ヵ
月
が
経
ち
ま
し
た
。
駐
屯
各
部
隊
は
受

入
れ
態
勢
を
万
全
に
し
、
転
属
者
が
憂
い
な
く

任
務
に
専
念
で
き
る
よ
う
に
駐
屯
地
隊
員
一
同

で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
る
所
で
す
。
新
戦
力
と

な
っ
た
隊
員
は
、
新
し
い
風
と
し
て
、
新
し
い

考
え
、
技
術
、
知
識
を
組
織
に
注
入
し
活
性
化

す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

駐
屯
地
は
、
９
月
に
目
達
原
駐
屯
地
創
立
68

周
年
記
念
行
事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
我
々
が

日
々
の
訓
練
や
各
種
活
動
に
邁
進
出
来
る
の
は
、

地
域
の
方
々
や
協
力
団
体
の
応
援
や
ご
支
援
ご

協
力
、
隊
員
家
族
の
ご
理
解
が
あ
っ
て
こ
そ
で

す
。
一
日
限
り
で
は
あ
り
ま
す
が
、
日
頃
の
感

謝
を
込
め
て
記
念
行
事
に
向
け
て
準
備
を
進
め

て
参
り
ま
す
。

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
駐
屯
地
は
新
年
度
の

体
制
の
も
と
、
引
き
続
き
、
佐
賀
県
唯
一
の
陸

上
自
衛
隊
と
し
て
、
使
命
を
自
覚
し
、
地
域
に

信
頼
さ
れ
る
駐
屯
地
を
目
指
し
、
隊
員
一
丸
と

な
り
任
務
や
訓
練
に
ま
い
進
し
ま
す
。

駐
屯
地
は
、
４
月
12
日
か
ら
14
日
及
び
19
日
か
ら
21
日

の
間
、
今
春
社
会
人
と
し
て
第
１
歩
を
踏
み
出
し
た
2
つ
の

市
町
役
場
、
民
間
企
業
２
社
の
新
入
社
員
72
名
に
対
し
て
隊

内
生
活
体
験
支
援
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
西
部
方
面

後
方
支
援
隊
第
１
０
６
全
般
支
援
大
隊
（
前
段
）
及
び
九
州

補
給
処
補
給
部
（
後
段
）
が
担
任
し
、
自
衛
隊
の
日
課
時
限

表
に
基
づ
き
、
規
則
正
し
い
集
団
生
活
を
体
験
さ
せ
る
と
と

も
に
、
基
本
教
練
及
び
行
進
訓
練
等
を
体
験
し
、
社
会
人
と

し
て
の
節
度
あ
る
動
作
、
規
律
と
団
結
力
の
重
要
性
を
認
識

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
参
加
し
た
佐
賀
銀
行
の
新
入
社
員
の

一
人
は
「
短
い
時
間
で
し
た
が
、
団
体
行
動
の
中
で
多
く
の

事
を
学
ぶ
こ
と
出
来
ま
し
た
。
今
後
の
会
社
の
業
務
で
も

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
大
切
に
し
て
、
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。
」

と
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

西
部
方
面
後
方
支
援
隊
第
１
０
６
全
般
支
援
大
隊
（前
段
）

九
州
補
給
処
補
給
部
（後
段
）

基本教練体験

降りしきる雨の中１０㎞行進体験担任官に対する生活体験終了申告

５月駐屯地朝礼にて
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九

州

補

給

処

西

部

方

面

後

方

支

援

隊

〔２〕 めたばる

顕彰盾を授与される加來２曹（目達原駐屯地）

第
１
０
４
不
発
弾
処
理
隊

通信器材整備

１
月
27
日
、
大
分
県
宇
佐
市
の
下
水
道
工
事
現

場
に
お
い
て
爆
弾
ら
し
き
も
の
が
発
見
さ
れ
、
大

分
県
警
察
本
部
か
ら
第
４
師
団
司
令
部
を
通
じ
て

要
請
を
受
け
た
第
１
０
４
不
発
弾
処
理
隊
が
現
地

へ
向
け
緊
急
出
動
し
ま
し
た
。
現
地
に
到
着
し
た

江
﨑
１
尉
以
下
４
名
は
、
当
該
物
件
の
識
別
を
行

い
、
米
国
製
２
５
０
ｋ
ｇ
爆
弾
（
信
管
付
）
で
あ

る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
不
発
弾
処
理
に
係
る

調
整
を
部
内
外
関
係
機
関
と
綿
密
に
行
っ
た
後
の

２
月
21
日
、
西
部
方
面
後
方
支
援
隊
長

野
口
１

佐
以
下
14
名
（
処
理
隊
は
隊
長

田
中
３
佐
以
下

７
名
）
が
現
地
へ
進
出
し
、
２
５
０
㎏
爆
弾
の
安

全
化
に
臨
み
ま
し
た
。
住
民
避
難
（
18
世
帯
12
事

業
所
）
が
午
前
９
時
51
分
に
完
了
し
た
後
、
爆
弾

の
信
管
離
脱
作
業
を
開
始
、
約
30
分
の
短
時
間
で

信
管
離
脱
に
成
功
し
、
無
事
に
任
務
を
完
遂
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
処
理
隊
は
即

応
態
勢
を
維
持
し
、
不
発
弾
処
理
任
務
に
あ
た
っ

て
は
、
安
全
、
確
実
を
第
一
に
民
生
の
安
定
に
寄

与
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

２
５
０
㎏
爆
弾
不
発
弾
処
理

安
全
確
実
に
処
理
完
了

令
和
３
年
度
の
方
面
隊
優
秀
隊
員
に
第

１
０
３
弾
薬
大
隊
所
属
の
即
応
予
備
自
衛

官

加
來

伸
介
２
等
陸
曹
が
選
ば
れ
ま
し

た
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
方
面
総
監
部
に
お

い
て
優
秀
隊
員
招
待
行
事
が
実
施
さ
れ
る

と
こ
ろ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
観
点
か
ら
25
日
、
西
部
方
面
後

方
支
援
隊
本
部
に
お
い
て
、
西
部
方
面
後

方
支
援
隊
長

野
口
１
佐
か
ら
加
來
２
曹
に

対
す
る
表
彰
伝
達
を
行
い
ま
し
た
。
加
來

２
曹
は
、
平
成
15
年
７
月
に
即
応
予
備
自

衛
官
と
し
て
採
用
さ
れ
て
以
来
、
継
続
し

て
招
集
訓
練
に
応
じ
、
令
和
３
年
10
月
末

で
延
べ
４
１
６
日
を
達
成
す
る
と
と
も
に
、

出
頭
率
１
０
０
％
を
継
続
中
の
隊
員
で
あ

り
、
こ
の
度
、
第
１
０
３
弾
薬
大
隊
保
定

陸
曹
と
し
て
、
部
隊
戦
力
化
に
貢
献
し
た

功
績
に
よ
り
、
方
面
総
監
よ
り
顕
彰
盾
を

授
与
さ
れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
即
応
予

備
自
衛
官
の
活
模
範
と
な
り
、
西
部
方
面

後
方
支
援
隊
の
一
員
と
し
て
更
に
活
躍
す

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

第

１

０

３

弾

薬

大

隊

方
面
優
秀
隊
員
表
彰
伝
達
式

即
応
予
備
自
衛
官

加
來
２
曹
受
賞

慎重に２５０㎏爆弾を吊り上げる

第

１

戦

闘

ヘ

リ

コ

プ

タ

ー

隊

第
２
代
第
１
戦
闘
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊
長

新
体
制
ス
タ
ー
ト

第
１
戦
闘
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊
は
３
月
14
日
、

第
２
代
隊
長
と
し
て
薄
井
一
１
等
陸
佐
を
迎
え

着
任
式
を
挙
行
し
ま
し
た
。
着
任
式
に
お
い
て
、

薄
井
隊
長
は
「
我
々
が
誇
り
高
く
士
気
旺
盛
に

し
て
訓
練
精
到
で
あ
る
事
は
も
と
よ
り
、
根
底

に
相
互
の
強
固
な
信
頼
感
が
醸
成
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
」
と
述
べ
、
統

率
方
針
「
信
頼
」
、
要
望
事
項
「
基
本
基
礎
の

確
行
、
徹
底
」
「
明
る
く
前
向
き
に
」
を
要
望

し
ま
し
た
。
隊
員
一
同
は
、
薄
井
隊
長
の
下
、

一
致
団
結
、
新
体
制
の
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出

し
ま
し
た
。

薄井隊長着任の辞巡 閲

匠
の
腕
継
承

九
匠
塾

丸鋼の６面加工

夏制服の製作 近距離地対空誘導弾（近SAM）特別技術検査

九
州
補
給
処
の
人
材
育
成
の
柱
の
一
つ
で
あ
る
、※

「
九
匠
塾
」
（
き
ゅ
う
し
ょ
じ
ゅ
く
）

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
「
九
匠
塾
」
と
は
平
成
22
年
か
ら
始
ま
り
、
補
給
処
と
し
て
保
有
す

べ
き
必
要
な
専
門
知
識
及
び
技
能
の
継
承
を
目
的
と
し
て
い
る
も
の
で
す
。
そ
の
具
体
的
な
要

領
は
、
職
場
（
班
以
下
）
単
位
で
構
成
し
、
塾
長
（
専
門
知
識
・
技
術
等
習
熟
者
）
に
よ
る
実

務
を
通
じ
た
塾
生
（
若
手
職
員
等
）
に
対
し
て
行
う
専
門
技
術
教
育
で
す
。
特
に
、
西
部
方
面

隊
の
火
器
、
車
両
、
誘
導
武
器
、
需
品
、
通
信
電
子
器
材
、
化
学
器
材
及
び
衛
生
器
材
の
高
段

階
整
備
を
担
任
し
て
い
る
九
州
補
給
処
整
備
部
は
更
な
る
技
量
向
上
を
目
指
し
、
腕
を
磨
い
て

い
ま
す
。
ま
た
、
補
給
部
、
電
計
課
、
健
軍
支
処
、
富
野
弾
薬
支
処
、
大
分
弾
薬
支
処
及
び
鳥

栖
燃
料
支
処
に
お
い
て
も
同
様
に
九
匠
塾
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
技
量
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま

す
。九

州
補
給
処
は
、
引
き
続
き
西
部
方
面
隊
の
兵
站
の
中
核
と
し
て
隊
員
の
特
技
に
関
す
る
技

術
向
上
を
図
り
、
多
様
化
す
る
各
種
任
務
に
即
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

※

九
州
補
給
処
の
略
「
九
処
（
き
ゅ
う
し
ょ
）
」
に
由
来
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西

部

方

面

ヘ

リ

コ

プ

タ

ー

隊

第
５
次
飛
行
訓
練

ヘリコプターってかっこいいね

高

良

台

に

て

対

空

戦

闘

創
隊
54
周
年
記
念
行
事

恒
例
行
事
３
年
ぶ
り
開
催

第

４

飛

行

隊

第
４
飛
行
隊
は
、
３
月
３
日
か
ら
４
日
ま
で
の

間
、
高
良
台
演
習
場
に
お
い
て
第
５
次
飛
行
隊
訓

練
を
実
施
し
ま
し
た
。
本
訓
練
で
は
、
展
開
地
の

設
定
に
係
る
部
隊
の
基
本
的
行
動
と
車
両
偽
装
、

築
城
、
対
遊
撃
及
び
対
空
戦
闘
等
、
隊
員
の
基
礎

動
作
に
つ
い
て
練
度
向
上
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
引
き
続
き
、
北
部
九
州
の
防
衛
・
警
備
の

た
め
第
４
飛
行
隊
は
日
々
の
訓
練
に
邁
進
し
て
い

く
所
存
で
す
。

西
部
方
面
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊
は
、
３
月
27
日
、

目
達
原
駐
屯
地
に
お
い
て
創
隊
54
周
年
記
念
行

事
を
実
施
し
ま
し
た
。
Ｏ
Ｂ
を
は
じ
め
、
多
数

の
隊
員
家
族
等
に
来
隊
頂
き
、
航
空
機
の
展
示
、

体
験
搭
乗
等
を
実
施
し
て
部
隊
に
対
す
る
協
力

気
運
及
び
信
頼
感
を
醸
成
す
る
と
と
も
に
、
隊

員
の
士
気
の
高
揚
を
図
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
佐
賀
県
の
桜
の
名

所
で
も
あ
る
目
達
原
駐
屯
地
の
桜
も
咲
き
ほ
こ

る
中
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の

影
響
で
３
年
振
り
の
開
催
と
な
る
記
念
行
事
を

無
事
実
施
で
き
た
こ
と
に
感
慨
深
い
も
の
を
感

じ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
西
部
方
面
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
隊
に
対
し
て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
い
た

皆
様
に
深
く
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
期
待

に
応
え
れ
る
よ
う
引
き
続
き
、
隊
員
一
丸
と
な

り
任
務
完
遂
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

お父さんの職場でみんなニッコリ

西
部
方
面
管
制
気
象
隊

第

１

派

遣

隊

少

数

精

鋭

部

隊

戦
闘
戦
技
能
力
向
上

西
部
方
面
管
制
気
象
隊
第
１
派
遣
隊
は
、

３
月
７
日
か
ら
23
日
ま
で
の
間
に
救
急
法

及
び
格
闘
練
成
・
検
定
を
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
４
月
５
日
か
ら
８
日
ま
で
の
間
に

大
野
原
演
習
場
に
お
い
て
各
隊
訓
練
を
実

施
し
ま
し
た
。
旧
年
度
か
ら
新
年
度
へ
繋

が
る
訓
練
と
し
て
、
少
数
分
派
で
の
行
動

を
前
提
と
し
、
隊
員
の
マ
ル
チ
ス
キ
ル
化

を
促
進
し
、
限
ら
れ
た
環
境
の
中
で
も
状

況
に
対
応
で
き
る
隊
員
の
育
成
に
努
め
ま

し
た
。
第
１
派
遣
隊
は
引
き
続
き
一
丸
と

な
り
、
任
務
達
成
に
寄
与
す
べ
く
野
外
行

動
能
力
の
向
上
に
邁
進
し
ま
す
。

傷病者に対する手当管制気象器材展開訓練

重機関銃を使用した対空戦闘準備偽装網を使用し航空機を意識した対空戦闘

第
３
２
１
基
地
通
信
中
隊

中
隊
武
装
走
競
技
会

いざ、スタートダッシュ！

第
３
２
１
基
地
通
信
中
隊
は
、
２
月
16
日
か

ら
18
日
ま
で
の
３
日
間
、
令
和
３
年
度
中
隊
武

装
走
競
技
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
寒
風
吹
き
荒

ぶ
中
、
こ
れ
ま
で
の
練
成
成
果
を
発
揮
さ
せ
る

べ
く
、
体
力
検
定
３
ｋ
ｍ
コ
ー
ス
を
激
走
し
、

隊
員
の
体
力
・
気
力
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

中
隊
の
団
結
の
強
化
及
び
士
気
の
高
揚
を
図
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

全

力

疾

走
激走する小野３曹

西
部
方
面
シ
ス
テ
ム
通
信
群
本
部
中
隊

映
像
写
真
小
隊
空
中
伝
送
班

即
動
訓
練

空
中
伝
送
班
は
、
３
月
24
日
、
目
達
原
駐

屯
地
に
お
い
て
、
即
動
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

本
訓
練
で
今
年
の
１
月
に
実
際
に
発
生
し
た

日
向
灘
沖
を
震
源
と
す
る
地
震
の
想
定
下
で
、

即
動
物
品
の
準
備
及
び
指
揮
所
の
開
設
を
訓

練
し
、
即
応
態
勢
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、

即
動
部
隊
と
し
て
不
測
事
態
対
処
能
力
の
向

上
を
図
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
今
後
も
あ

ら
ゆ
る
不
測
事
態
に
対
応
す
る
た
め
、
即
応

体
制
を
堅
持
し
、
映
像
伝
送
能
力
の
向
上
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

不
測
の
事
態
に
対
す
る

即

対

応

能

力

向

上指揮所内で見積もりを立てる隊員達速やかに物品の搬送準備



第８７号めたばる〔４〕

イ
ン
タ

ビ
ュ
ー

田
島

駿
亮

（
た
し
ま

り
ゅ
う
す
け
）

所
属

「
九
州
補
給
処
鳥
栖
燃
料
支
処
」

階
級

「
陸
士
長
」
職
種
「
需
品
科
」

役
職

「
保
管
係
」

・
令
和
３
年
度
入
隊

27
歳

福
岡
県
福
岡
市
出
身

趣
味
は
「
映
画
鑑
賞
」

名
門
東
福
岡
高
校
出
身
の
ラ
ガ
ー
マ

ン
、
ラ
グ
ビ
ー
で
培
っ
た
不
屈
の
精

神
で
自
衛
官
と
し
て
頑
張
る
２
年
目

新
人
隊
員

ゴルフ

防
衛
モ
ニ
タ
ー

定
年
退
官
者
及
び
予
定
者

▽
４
月

11
日

西

後

支

１
曹

宮
﨑

健
一

11
日

西

ヘ

リ

１
曹

松
本
修
次
郎

18
日

西

後

支

１
尉

釘
宮
久
仁
夫

23
日

九

処

１
曹

手
島

辰
美

▽
５
月

18
日

九

処

准
尉

馬
場

幸
広

23
日

西

後

支

１
曹

平
山

健
一

24
日

九

処

曹
長

嘉
村

敦

26
日

九

処

１
曹

梅
野

健
二

29
日

九

処

２
佐

松
本

圭
三

▽
６
月

４
日

九

処

１
曹

北
島

茂

７
日

西

後

支

１
曹

岩
下

孝
幸

18
日

九

処

１
尉

江
頭

真
哉

19
日

西

後

支

１
曹

國
分

俊
宏

29
日

九

処

曹
長

田
古
里
佐
賀
男

▽
７
月

１
日

九

処

准
尉

佐
藤

宏

３
日

九

処

２
佐

白
澤

信
悟

31
日

九

処

３
佐

伊
形

玲
二

只
今
、
前
進
中
。

若
人
奮
闘
記

橋 本 真 治 １曹
第４飛行隊(飛 行 班)

隊
員
趣
味
紹
介

マ
イ
ブ
ー
ム

ア
ク
セ
ス

県
道
31
号
線
、
通
称
川
久
保
線
、
立
石
の

信
号
を
山
手
に
約
２
キ
ロ
程
。
カ
ー
ナ
ビ
で

「御
手
洗
の
滝
」で
検
索
で
き
ま
す
。

鳥栖燃料支処一押し若手陸士、目指せ陸曹の道！

一の滝

駐
屯
地
は
、
４
月
５
日
、
令
和
４
年
度
防
衛
モ
ニ
タ
ー

及
び
駐
屯
地
モ
ニ
タ
ー
の
委
嘱
式
を
行
い
、
駐
屯
地
司
令

よ
り
委
嘱
状
を
交
付
し
ま
し
た
。
式
の
中
で
駐
屯
地
司
令

で
あ
る
竹
内
将
補
は
「
是
非
と
も
部
外
か
ら
の
視
点
で
お

気
づ
き
に
な
っ
た
意
見
を
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
」
と

挨
拶
を
し
ま
し
た
。
任
期
は
防
衛
モ
ニ
タ
ー
２
年
間
、
駐

屯
地
モ
ニ
タ
ー
１
年
間
で
す
。
モ
ニ
タ
ー
の
方
々
は
自
己

紹
介
の
後
に
具
体
的
な
活
動
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
今

後
、
部
隊
見
学
や
体
験
搭
乗
等
の
各
種
行
事
に
参
加
し
て

頂
き
、
目
達
原
駐
屯
地
、
自
衛
隊
へ
の
理
解
を
深
め
、
貴

重
な
意
見
を
届
け
て
も
ら
い
ま
す
。

新
着
任
部
隊
長
等
紹
介

第
１
戦
闘
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊
長

１
等
陸
佐

薄
井

一

出

身

宮

城

県

職

種

航

空

科

座
右
の
銘

安
心
立
命

鳥
栖
市
立
石
町
に
あ
る
、
御
手
洗
（
お
ち
ょ
う
ず
）
の
滝
を

紹
介
し
ま
す
。
駐
車
場
か
ら
滝
ま
で
は
、
緑
豊
か
な
木
々
に
囲

ま
れ
な
が
ら
、
山
道
を
登
り
、
心
地
よ
く
癒
さ
れ
ま
す
。
滝
は

二
の
滝
、
奥
に
一
の
滝
と
あ
り
、
最
大
高
さ
22
メ
ー
ト
ル
か
ら

迫
力
あ
る
水
流
が
魅
力
で
す
。
皆
様
も
夏
に
向
け
て
、
凉
を
求

め
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

第
４
飛
行
隊
長

２
等
陸
佐

熊
谷

幸
親

出

身

岩

手

県

職

種

航

空

科

座
右
の
銘

考
え
る
こ
と
を

あ
き
ら
め
な
い

第
１
３
４
地
区
警
務
隊

目
達
原
派
遣
隊
長

２
等
陸
尉

塩
浦

謙
太

出

身

鹿
児
島

県

職

種

警

務

科

座
右
の
銘

百
聞
は
一
見
に

如
か
ず

私
の
趣
味
を
紹
介
し
ま
す
。

花
の
便
り
が
聞
か
れ
る
頃
と
な
り
、
国

内
で
は
ゴ
ル
フ
国
内
ツ
ア
ー
が
開
幕
し
、

い
よ
い
よ
私
の
ゴ
ル
フ
ツ
ア
ー
も
開
幕
の

季
節
と
な
り
ま
し
た
。
広
大
で
綺
麗
な

コ
ー
ス
で
仲
間
と
汗
を
流
す
ひ
と
時
は
最

高
の
時
間
！
コ
ロ
ナ
禍
で
数
々
の
制
限
は

あ
り
ま
す
が
、
感
染
対
策
は
忘
れ
ず
休
日

は
ゴ
ル
フ
で
心
身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

し
て
い
ま
す
。

メンタル強化とリフレッシュに勤しむ橋本１曹（左）

―

現
在
の
職
務
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

「
私
の
職
務
は
燃
料
の

保
管
、
運
搬
を
行
う
仕

事
で
す
。
例
え
ば
分
屯
地

で
燃
料
を
交
付
し
た
り
、

九
州
の
各
駐
屯
地
に
燃
料

を
運
ん
で
交
付
す
る
仕
事

で
す
。
」

―

目
標
や
将
来
の
夢
は
何

で
す
か
？

「
陸
曹
に
な
る
こ
と
で
す
。

同
期
の
陸
士
以
上
に
勉
強

と
体
力
練
成
を
実
施
し
て

立
派
な
陸
曹
に
な
る
こ
と

で
す
。
」

―

自
衛
官
に
な
っ
て
感
じ

た
こ
と
は
何
で
す
か
？

「
自
分
は
ま
だ
１
年
目
で

す
が
、
他
の
職
に
比
べ
て

一
人
で
は
な
く
部
隊
で
動

く
、
協
力
し
て
任
務
を
遂

行
し
て
い
く
こ
と
だ
と
実

感
し
て
い
ま
す
。
」

―

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
陸
曹
目
指
し
て
こ

れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
。

川尻 まゆ子 様
（令和４年度モニター）

九
州
補
給
処
装
備
計
画
部
長

１
等
陸
佐

山
本

哲

出

身

山

梨

県

職

種

需

品

科

座
右
の
銘

倒
れ
る
時
は

前
の
め
り

九
州
補
給
処
補
給
部
長

２
等
陸
佐

大
内

竜
裕

出

身

福

島

県

職

種

需

品

科

座
右
の
銘

懸
命
な
思
い
こ
そ
、

我
が
道
を
照
ら
す

大
事
な
灯
な
の
で

あ
る

西
部
方
面
後
方
支
援
隊
副
隊
長

１
等
陸
佐

加
藤

隆
雄

出

身

愛

知

県

職

種

武

器

科

座
右
の
銘

明
け
な
い
夜
は
な
い

九
州
補
給
処
整
備
部
長

２
等
陸
佐

廣
田

晃
弘

出

身

熊

本

県

職

種

通

信

科

座
右
の
銘

為
せ
ば
成
る

令
和
４
年
度
防
衛
・
駐
屯
地
モ
ニ
タ
ー

駐
屯
地
モ
ニ
タ
ー

田中 正昭 様
（令和３年度モニター）

松永 康弘 様中尾 浩一 様

百武 亮 様福田 美華 様中村 由美子 様

モ
ニ
タ
ー
６
名
に
委
嘱
状
を
交
付

委嘱状の交付

記念撮影

モ
ニ
タ
ー
６
名
に
委
嘱
状
を
交
付

主
要
幕
僚

部
隊
長

知

っ

と

ん

ね

駐

屯

地

周

辺

ス

ポ

ッ

ト

紹

介


